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第 １ 回 合 同 会 議                  日 時 ：令和元年 ７月 17 日(水) 13 時 30 分～ 

              場 所：鹿追町民ホール ホワイトホール  
１、開  会 

 

２、・鹿追町総合計画策定会議委員  

・鹿追町まち・ひと・しごと創生町民会議委員    委嘱状交付 

 

３、・鹿追町総合計画策定会議委員 

・鹿追町まち・ひと・しごと創生町民会議委員     役員の互選 

 

４、・鹿追町総合計画審議会委員 

・鹿追町まち・ひと・しごと創生推進会議委員 

・鹿追町開町 100 年記念事業審議会委員        委嘱状交付 

 

５、挨  拶 喜井 知己 町長 

 

６、・鹿追町総合計画審議会委員 

・鹿追町まち・ひと・しごと創生推進会議委員 

・鹿追町開町 100 年記念事業審議会委員         役員の互選 

 

７、説  明 

（１）第 7 期鹿追町総合計画について 

（２）第 2 期鹿追町まち・ひと・しごと創生総合戦略について 

（H30 年度地方創生推進交付金活用実績について） 

（３）鹿追町開町 100 年記念事業について 

 

８、諮  問 

 

９、質問・意見 

 

１０、その他 

 

１１、閉  会  



□説明資料 
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 資料 6 総合計画・総合戦略 会議体等別スケジュール … p11 
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第 7 期鹿追町総合計画策定方針 

 

１．策定にあたって 

総合計画は、鹿追町まちづくり基本条例に基づく、町の将来のあるべき姿を明らか

にする中・長期的な目標を定めた最上位計画であります。 

 現在は、平成 23 年度を始期とする第６期総合計画を策定し、「活きて（経済の発

展）活きる（福祉の増進）まちに」を将来像とし、今年で９年目を迎えました。 

 この間、経済状況低迷の長期化、気候変動等による災害の増加、さらには人口減少

時代の到来、東京への一極集中等、日本の社会を取り巻く環境は激変しています。 

また、「平成」という約 30 年間続いた時代が終わり、「令和」という新しい時代も

始まりました。 

鹿追町は令和 2 年に開町 100 年を迎えます。100 年を迎えるにあたり、広く町

民の参加の下に、「次の 100 年」への飛躍に向けた、鹿追町が進むべき新たな将来

像を明らかにするため、第 7 期鹿追町総合計画の策定に取組みます。 

 

２．計画期間 

  令和 2 年度から令和 9 年度までの 8 ヶ年（中間見直し：4 年（令和 5 年）） 

 

3．性  格 

計画は、次の性格を有した計画とし、本町の進むべき方向を示す計画とします。 

  ① まちづくり計画の最上位の計画です。 

  ② 町民が参加して策定する計画です。 

  ③ 鹿追町の独自性と主体性が強調される計画です。    

 

4．策定内容 

（１）基本構想 

基本構想は、本町のあるべき将来像及びそれを実現するために必要な施策の大

綱などを明らかにするもので、鹿追町まちづくり基本条例第３１条の規定に基づ

いて定めるものです。 

 

（２）基本計画 

基本計画は、基本構想に掲げる町の将来像、目標を実現・達成するための施策

の方向を分野ごとに体系化したものです。 

また、本総合計画より「重点プロジェクト」という項目を立て、中間見直しに

あたる「4 年間」の間に実行する戦略的且つ実効性の高い事業を示します。 

 

（３）実施計画 

 実施計画は、財政状況や行政評価を踏まえ、基本計画を具体的に実施するため 

に策定します。 

また、本総合計画より、特定の政策分野において策定される「個別計画」を実
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施計画として位置づけます。 

 

5．策定体制 

（１）町民参加 

 ①総合計画審議会 

  審議会は、町長の諮問に応じ、鹿追町の総合計画に関する事項について審議し、

意見を答申するものとします。審議会委員は、鹿追町総合計画審議会条例に基づ

き 15 名以内で町長が任命します。 

 

 ②策定会議 

  策定会議は、審議会の要請に応じ、鹿追町総合計画の調査及び研究立案に関する

事項につき検討し、審議会へ報告するものとします。  

また、策定会議には「総務部門・福祉部門・経済部門・教育部門」の専門部会を

置きます。 

 策定会議員委員は、鹿追町総合計画審議会条例施行規則に基づき、40 名以内で

町長が委嘱します。 

  

 ③まちづくりワークショップ 

  まちづくりワークショップは、町民約 100 名程度で組織し、主に基本計画にお

ける主要施策について議論をします。実施回数は全 4 回とし、策定会議の専門部

会と同様の分野（総務・福祉・経済・教育）に分かれて行います。 

 

（２）庁内体制 

 ①総合計画策定委員会 

  委員会は、課、室、局、支所並びに教育委員会及び農業委員会等の連絡及び調整

を図り、鹿追町総合計画について調査及び研究立案をします。委員は、鹿追町総

合計画策定委員会規程に基づき組織します。 

 

 ②ワーキンググループ 

  ４つの分野ごとにワーキンググループを置き、当該分野に関連する課長等により

構成され、策定会議と専門部会により検討された計画素案についての精査を行い

ます。 

 

（３）議会 

  総合計画の実施にあたっては、議会と執行機関が車の両輪となって推進していく

ことが重要であることから、総合計画の策定や効果検証の段階ごとに、議会全員

協議会等の場において十分な審議が行われるようにします。 
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第 2 期鹿追町まち・ひと・しごと創生総合戦略 策定方針 

 

１．策定にあたって 

 鹿追町の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」は、平成 27 年度に策定してから 5

年目を迎え、今年度で終了になります。この間、「バイオガスプラント余剰熱を活用

したハウス野菜栽培事業」や「山村留学・英語教育推進による移住・定住促進事業」

など、地方創生推進交付金を有効に活用し、戦略的に事業を進めて参りました。 

現在、国では第 2 期に向けた基本方針を閣議決定し、第１期での地方創生につい

て、「継続を力」にし、より一層の充実、強化を図るという方針を打ち出しました。     

「関係人口」の創出・拡大の強化や、Society5.0（IOT やビッグデータ、ＡＩ技術

等を活用し、経済の発展及び社会的課題の解決を両立する社会）の実現、SDGs（持

続可能な開発目標）を原動力とする地方創生など、新たな視点が追加されております。 

 鹿追町においても、社会的変化を見据えつつ、鹿追町ならではの特性を踏まえ、戦

略的且つ重点的に第 2 期鹿追町まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下、総合戦略）

の策定に取り組みます。 

 

２．計画期間 

 令和 2 年度から令和 5 年度までの 4 ヶ年とします。 

 

３．策定内容 

（1）地方人口ビジョン 

  地方人口ビジョンについては協議事項としません。 

見直しは、令和 2 年度に実施される国勢調査の結果を得て実施する予定です。 

 

（2）総合戦略 

まち・ひと・しごと創生法第 10 条の規定に基づき、国・北海道等の「総合戦

略」、「鹿追町人口ビジョン 2015」を勘案し、鹿追町の実情に即した計画とし

て策定します。 

 

4．策定に係る基本的な考え方 

（１）「総合計画」との整合性を配慮 

 総合計画の一部を総合戦略と位置付け、総合計画と同時に策定し、計画相互の

整合性を図ります。 

また、ＫＰＩ（重要業績評価指標）については、これまでの手法を踏襲します。 

 

（２）町民との協働の推進 

   町民をはじめ、産業界・行政機関・教育機関・金融機関・労働団体・メディア

（産官学金労言）等で構成する鹿追町まち・ひと・しごと創生推進会議や町民

資料４ 
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会議等により、広く関係者の意見を取り入れ、町民と行政の協働による総合戦

略づくりを推進します。 

    

5．策定体制 

（１）町民参加 

   ①鹿追町まち・ひと・しごと創生推進会議（総合計画_審議会） 

    「鹿追町まち・ひと・しごと創生推進会議」を設置し、広く町民の意見を反

映させた計画づくりを行います。 

   ②町民会議（総合計画_策定会議） 

    「第 7 期鹿追町総合計画」策定と関連が深いことから、「町民会議」を活用

して有識者等の意見反映に努めます。 

   ③まちづくりワークショップ（総合計画_まちづくりワークショップ） 

    まちづくりワークショップは、主に総合計画の基本計画における主要施策に

ついて議論を行う場ですが、総合戦略に資するテーマについても議論を想定

していることから、本ワークショップの提案内容を活用します。 

 

（２）庁内体制 

   ①鹿追町まち・ひと・しごと創生本部 

    町長を本部長に、副町長、教育長及び課長等で構成する「鹿追町まち・ひと・

しごと創生本部」にて策定に取り組みます。 

   ②幹事会（総合計画_策定委員会） 

    本部の部会として、副町長を幹事長、教育長を副幹事長とし、課長等で構成

する「幹事会」にて策定に取り組みます。 

 

（３）議会 

   総合戦略の策定に当たっては、議会と執行機関が車の両輪となって推進してい

くことが重要であることから、総合戦略の策定や効果検証の段階ごとに、議会

全員協議会等の場において十分な審議が行われるようにします。 

 

6．策定スケジュール 

  別紙による（総合計画と同様） 
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■鹿追町親子留学専用住宅 施設概要 

 

 

 

 

１ 目  的 

親子留学専用住宅を整備することで、山村留学希望者の安定的な受け入れ

を行い、若い世代の移住・定住を進め、地域の人口の増加を目指す。 

２ 工  期 

平成 29 年 9月 21 日～平成 30年 2月 19 日（平成 29年 9月 19 日工事契約） 

３ 場  所 

鹿追町瓜幕東 2 丁目 24 番地 1（瓜幕農業体験宿泊施設 3・4 号棟の北側） 

４ 概  要 

・親子留学専用住宅 

・木造平屋 2ＬＤＫ 1 棟 3 戸 延面積 192.17 ㎡（63.34 ㎡/1 戸） 

・1 戸の入居者は 2～3 名を想定。 

・平成 30 年度から利用開始。 

５ 家賃算定根拠 

公営住宅家賃算定方法による 

６ 入居実績 

   H30： 2 家庭  6 名  

R1 ： 3 家庭  8 名 

資料 5-2 
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●2018年度　講座　各講座と参加人数報告

日程 テーマ/講義タイトル 講演者 主な項目 参加人数 会費

5月9日(水) ガイド概論① 鹿追消防署

上級救命講習 　森田　賢 11 0

8時～17時

6月1日(金) インバウンド対策① 然別湖ネイチャーセンター

ガイドウォーク 林　品嘉 0 0

10時～15時半 中国語でガイディング 谷澤　智樹

6月4日(水) インバウンド対策② 洞爺ガイドセンター

ガイドウォーク 小川　裕司 5 20,000

10時～15時半 英語でガイディング

9月8日(土) 野外活動技術① 然別湖ネイチャーセンター

カヌー技術　初心者編 谷澤　智樹 8 32,000

10時～15時半 ガイドのネタとコツ

9月9日(日) 野外活動技術② 然別湖ネイチャーセンター

カヌー技術　初級編 斉藤　慎吾 11 44,000

10時～15時半 カヌーを自在に操る

9月10日(月) インバウンド対策③ 然別湖ネイチャーセンター

カヌー技術 林　品嘉 0 0

10時～15時半 中国語でカヌーガイド 斉藤　慎吾

9月13日(木) 野外活動技術③ 然別湖ネイチャーセンター

シーカヤックを使って 斉藤　慎吾 4 16,000

10時～15時半 ガイディング

11月5日(月) 野外活動技術④ VOCK

ボルダリング  長谷川　勘太郎 7 28,000

9時～16時 について学ぼう

11月7日(水) 野外活動技術⑤ VOCK

ボルダリング  長谷川　勘太郎 8 32,000

9時～16時半 について学ぼう

11月15日(木) 北海道自然学 福山市立大学

ジオツーリズムを学ぶ 澤田　結基 5 20,000

10時～15時半 地形でガイドするジオガイド

3月1日(金) インバウンド対策④ 然別湖ネイチャーセンター

台湾の団体客受入から 林　品嘉 3 0

10時～15時半 実際のメニュー運営の流れ 島田　知明

シーカヤックの乗り方から、カヌー
との違いなども学び、実際にツアー
に出てみましょう

ボルダリングの基礎を学ぼう

ボルダリングの基礎を学ぼう

とかち鹿追ジオパーク設立発起人
の１人、澤田結基氏による鹿追の
地形に秘められた魅力について学
びます

近年しかりべつ湖コタンに来る台
湾からの団体客が急激に増えてい
るため、中国語ガイドを育成する必
要がある

カヌーを使った自然散策ガイドを台
湾からのお客様を想定して練習し
てみましょう

心肺蘇生、AEDの使用方法、窒息
の手当、止血の方法、小児・乳児
の心肺蘇生、傷病者管理、外傷の
応急手当、搬送法などを学びま
す。

自然散策ガイドを台湾のお客様を
想定して練習

自然散策ガイドを英語でご案内す
る練習をしてみましょう

カヌーを使った自然散策ガイドにつ
いて考えます。午前中は通常のガ
イドツアーを体験し、午後は2人で
の操船を学びます

静水面における1人での操船技術
を練習します。風のリスクなどにつ
いても学びます。

資料 5-3
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資料７

■鹿追町開町１００年記念事業計画策定組織図

　　　　諮問・答申

　　　提案・意見聴取

内容説明・関連予算提案・議決

町 議 会 町 長

開町１００年記念事業審議会

（町内各団体代表者及び一般町民
１５名以内）

＊第７期鹿追町総合計画審議会委員と兼任

開町１００年記念事業

庁内検討委員会
（副町長・教育長・課長職等）

職員から記念

事業提案

町民からの

意見聴取
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資料８

■鹿追町開町１００年記念事業計画策定スケジュール

元年５月

元年６月
　事業検討

元年７月 　　　随時内容説明

　随時意見聴取

元年８月 　　　随時開催

元年９月

元年10月

元年11月

元年12月

　追加事業検討

　　　随時開催

２年１月

２年２月

２年３月

２年４月

２年５月

２年６月

庁内検討 審議会 町議会 その他

提案募集

当初予算案作成

補正予算案作成

諮問

中間報告

答申

内容説明

内容説明

当初予算案提案

補正予算案提案
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○鹿追町総合計画審議会条例施行規則 

平成 11 年 9 月 13 日 

規則第 18 号 

 

鹿追町総合計画審議会条例施行規則(平成 2 年規則第 13 号)の全部を

改正する。 

 

(目的) 

第 1 条 この規則は、鹿追町総合計画審議会条例(平成 2 年条例第 29

号)第 6 条の規定に基づき、鹿追町総合計画審議会(以下「審議会」

という。)に関し、必要な事項を定めることを目的とする。 

(策定会議) 

第 2 条 審議会に策定会議を置く。 

2 策定会議は、審議会の要請に応じ、鹿追町総合計画の調査及び研究

立案に関する事項につき検討し、審議会へ報告するものとする。 

(組織) 

第 3 条 策定会議は、委員 40 名以内をもつて組織する。 

2 委員は、鹿追町の住民及びその他必要と認める者のうちから町長が

委嘱する。 

3 委員は、審議会における審議答申が終了したときに解任されるもの

とする。 

(議長) 

第 4 条 策定会議に議長を置く。 

2 議長は委員のうちから互選する。 

3 議長は策定会議を代表し、会務を総理する。 

4 議長に事故あるときは、あらかじめ議長の指名する委員がその職務

を代理する。 

(専門部会) 

第 5 条 策定会議に専門部会を置く。 

(1) 総務部会 

(2) 福祉部会 

(3) 経済部会 

(4) 教育部会 

2 専門部会は、策定会議から付託された事項について、調査審議する。 

3 専門部会は、策定会議の委員の中から町長が指名する者をもつて構

成する。 

 

 

資料 10 
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(部会長) 

第 6 条 専門部会に部会長を置き、当該専門部会に属する委員のうち

から互選する。 

2 部会長は専門部会を代表し、議事その他の事務を処理する。 

3 部会長に事故あるとき又は部会長が欠けたときは、部会に属する委

員のうちから部会長があらかじめ指名した者が、その職務に当たる。 

4 専門部会は、部会長が招集する。 

5 部会長は、自ら所属する部会以外の部会に出席し、意見を述べるこ

とができる。 

6 部会長は、専門部会における調査検討が終了したときは、その結果

を策定会議に報告しなければならない。 

(事務局) 

第 7 条 審議会及び策定会議並びに専門部会の庶務は、企画財政課に

おいて処理する。 

 

 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則(平成 16 年規則第 16 号) 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則(平成 18 年規則第 6 号)抄 

(施行期日) 

1 この規則は、平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 
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○鹿追町総合計画策定委員会規程 

平成 2 年 6 月 22 日 

規程第 4 号 

(設置) 

第 1 条 鹿追町の総合計画の策定に関し、必要な事項を調査及び研究立案し、

円滑な遂行を期するため鹿追町総合計画策定委員会(以下「委員会」とい

う。)を置く。 

(所掌事務) 

第 2 条 委員会は、課、室、局、支所並びに教育委員会及び農業委員会等の

連絡及び調整を図り、鹿追町総合計画について調査及び研究立案をする。 

(組織) 

第 3 条 委員会は、次に掲げる者をもつて組織する。 

(1) 副町長、課長、保育センター長、事務長、支所長 

(2) 教育長、教育委員会課長 

(3) 議会事務局長、農業委員会事務局長、消防署長 

(4) その他町長が特に任命した者 

(運営) 

第 4 条 委員会の委員長は、副町長をもつてこれに当てる。 

2 委員長は、委員会に関する事務を処理し、委員会を統括する。 

3 副委員長は、収入役及び教育長が当たり、委員長に事故あるときは、そ

の職務を代理する。 

(庶務) 

第 5 条 委員会の庶務は、企画財政課において処理する。 

(委任) 

第 6 条 この規程に定めるもののほか委員会の運営に関し必要な事項は、委

員長が別に定める。 

 

附 則 

(施行期日) 

1 この規程は、鹿追町総合計画審議会条例(平成 2 年条例第 29 号)の施行の

日から施行する。 

(経過措置) 

2  この規程の施行の際現に第 3 条に規定する職にある者は、この規程によ

る委員に任命されたものとみなす。 

附 則(平成 3 年規程第 5 号) 

この規程は、平成 3 年 7 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 19 年規程第 1 号) 

この規程は、平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

資料 11 
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鹿追町まち・ひと・しごと創生本部設置要綱 

 

 （設置目的） 

第１条 人口減少、少子化・高齢化の進展等に課題に対応し、将来にわたって活力あ

る地域を維持するため、町民が潤いのある豊かな生活を安心して営むことができる

地域社会の形成、地域社会を担う個性豊かで多様な人材の確保及び地域における魅

力ある多様な就業機会の創出に向けて、必要な取組を検討し、これらを一体的に推

進することを目的に、鹿追町まち・ひと・しごと創生本部（以下「本部」という。）

を設置する。 

 

 （所掌事項） 

第２条 本部は、まち・ひと・しごと創生に関する次の事項について検討する。 

（１）国等の地方創生に関する情報の収集及び共有に関すること。 

（２）「地方人口ビジョン」及び「地方版総合戦略」の策定に関すること。 

（３）各施策の推進に関すること。 

（４）その他地方創生に関すること。 

 

 （組  織） 

第３条 本部は、本部長、副本部長及び本部員をもって組織し、別表第１に掲げる職

にある者をもって充てる。 

２ 本部長は、本部を総括する。 

３ 副本部長は、本部長を補佐し、本部長が不在のときはその職務を代理する。 

４ 本部員は、「地方人口ビジョン」及び「地方版総合戦略」の策定と実行に向けて、

関係部局との調整及び連携を行う。 

 

 （会  議） 

第４条 本部の会議は、本部長が召集し、議長となる。 

２ 本部長は、必要があると認めるときは、本部員以外の者の出席を求め、その意見

を聴くことができる。 

 

 （幹 事 会） 

第５条 本部の事務を補助するため、本部に幹事会を置く。 

２ 幹事会は、幹事長、副幹事長、幹事をもって組織し、別表第２に掲げる職にある

資料 12 
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者をもって充てる。 

３ 幹事会は、幹事長が招集し、議長となる。 

４ 幹事長は、必要があると認めるときは、幹事以外の者の出席を求め、その意見を

聴くことができる。 

５ 副幹事長は、幹事長を補佐し、幹事長不在のときはその職務を代理する。 

 

 （作業部会） 

第６条 本部長は、第２条の所掌事項に関する具体的事項を協議し、調整するため、

幹事を含む関係職員による作業部会を設置することができる。 

２ 作業部会の構成員は、別表第３のとおり本部長が指名する。 

 

 （庶  務） 

第７条 本部の庶務は、企画財政課において処理する。 

 

 （補  則） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、本部の運営に関し必要な事項は、本部長が別

に定める。 

 

 附則 

 この要綱は、平成２７年 ６月 ５日から施行する。 
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別表第１（本 部） 

本 部 長 町長 

副 本 部 長 副町長、教育長 

本 部 員 総務課長、総務課主幹、町民課長、瓜幕支所長、議会事務局長、福

祉課長、子育てスマイル課長、国保病院事務長、農業振興課長、農

業振興課主幹、商工観光課長、ジオパーク推進室長、建設水道課長、

農業委員会事務局長、教育委員会学校教育課長、教育委員会社会教

育課長、消防署長、 

事 務 局 長 企画財政課長 

 

 

別表第２（幹事会） 

幹 事 長 副町長 

副 幹 事 長 教育長 

幹 事 総務課長、総務課主幹、町民課長、瓜幕支所長、議会事務局長、福

祉課長、子育てスマイル課長、国保病院事務長、農業振興課長、農

業振興課主幹、商工観光課長、ジオパーク推進室長、建設水道課長、

農業委員会事務局長、教育委員会学校教育課長、教育委員会社会教

育課長、消防署長、その他職員 

事 務 局 長 企画財政課長 

 

 

別表第３（作業部会） 

総務作業部会 総務課長、総務課主幹、町民課長、企画財政課長、瓜幕支所長、議

会事務局長、消防署長、 

福祉作業部会 総務課主幹、福祉課長、子育てスマイル課長、国保病院事務長 

経済作業部会 農業振興課長、農業振興課主幹、商工観光課長、ジオパーク推進室

長、建設水道課長、農業委員会事務局長 

教育作業部会 教育委員会学校教育課長、教育委員会社会教育課長 
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鹿追町まち・ひと・しごと創生推進会議設置要綱 

 

 （設置目的） 

第１条 鹿追町におけるまち・ひと・しごと創生（まち・ひと・しごと創生法（平成

２６年法律第１３６号。以下「法」という。）第１条に規定するまち・ひと・しご

と創生をいう。）に関し、法第１０条に規定するまち・ひと・しごと創生総合戦略

（以下「総合戦略」という。）の策定及び推進にあたり、広く関係者の意見を反映

させるため、鹿追町まち・ひと・しごと創生推進会議（以下「推進会議」という。）

を設置する。 

 

 （所掌事項） 

第２条 推進会議は、次に掲げる事項について審議するものとする。 

（１）総合戦略の策定に関する事項 

（２）総合戦略の推進に関する事項 

（３）前２号に掲げるもののほか、総合戦略に関し必要な事項 

 

 （組  織） 

第３条 推進会議は、委員２１人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次の各号に掲げるもののうちから、町長が委嘱する。 

（１）住民で組織する団体の代表者 

（２）産業関係の代表者 

（３）教育関係の代表者 

（４）金融機関の代表者 

（５）労働団体の代表者 

（６）メディアの代表者 

（７）その他町長が必要と認める者 

３ 委員の任期は、４年とする。 

４ 委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 委員の再任は、妨げないものとする。 

 

 （会長等） 

第４条 推進会議に会長及び副会長をおく。 

２ 会長及び副会長は委員の互選により選出する。 

資料 13 
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３ 会長は、推進会議を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長不在のときはその職務を代理する。 

 

 （会  議） 

第５条 推進会議の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、その議長とな

る。 

２ 会議は公開とする。 

３ 会長が必要と認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、意見を求めること

ができる。 

 

 （庶  務） 

第６条 推進会議における庶務は、企画財政課において処理する。 

 

 （補  則） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、推進会議の運営に関し必要な事項は、会長が

別に定める。 

 

 附則 

 この要綱は、平成２７年 ６月 ５日から施行する。 

 この要綱は、令和 元年 ６月 ７日から施行する。 
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鹿追町まち・ひと・しごと創生町民会議設置要綱 

 

 （設置目的） 

第１条 この要綱は、鹿追町まち・ひと・しごと創生推進会議設置要綱第７条の規定

に基づき、鹿追町まち・ひと・しごと創生推進会議（以下「推進会議」という。）

に関し、必要な事項を定めることを目的とする。 

 

（町民会議） 

第２条 推進会議に町民会議を設置する。 

２ 町民会議は、推進会議の要請に応じ、地方版総合戦略の調整や実施に関して必要

な調査及び審議し、推進会議に報告するものとする。 

 

 （組  織） 

第３条 町民会議は、委員４０人以内をもって組織する。 

２ 委員は、町政について優れた識見を持つ鹿追町民及びその他必要と認める者のう

ちから、町長が委嘱する。 

３ 委員は、推進会議における審議答申が終了したときに解任されるものとする。た

だし、第６条に規定する部会長及び副部会長はこの限りではない。 

 

 （議長等） 

第４条 町民会議に議長及び副議長をおく。 

２ 議長及び副議長は委員の互選により選出する。 

３ 議長は、町民会議を代表し、会務を総理する。 

４ 副議長は、議長を補佐し、議長不在のときはその職務を代理する。 

 

 （専門部会） 

第５条 町民会議に専門部会をおく。 

（１）総務専門部会 

（２）福祉専門部会 

（３）経済専門部会 

（４）教育専門部会 

２ 専門部会は、町民会議から付託された事項について、調査審議する。 

３ 専門部会は、町民会議の委員の中から町長が指名する者をもって構成する。 

資料 14 
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 （部会長等） 

第６条 専門部会に部会長及び副部会長をおく。 

２ 部会長及び副部会長は委員の互選により選出する。 

３ 部会長は、専門部会を代表し、会務を総理する。 

４ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長不在のときはその職務を代理する。 

５ 専門部会は、部会長が招集する。 

６ 部会長は、自ら所属する部会以外の部会に出席し、意見を述べることができる。 

７ 部会長は、専門部会における調査検討が終了したときは、その結果を町民会議に

報告しなければならない。 

 

 （庶  務） 

第７条 町民会議及び専門部会における庶務は、企画財政課において処理する。 

 

 附則 

 この要綱は、平成２７年 ６月 ５日から施行する。 
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歯

止
め

を
か

け
る

。
 

）
若

い
世

代
の

就
労

と
、

結
婚

・
出

産
・

子
育

て
の

希
望

を
実

現
す

る
。

 

）
人

口
減

少
・

超
高

齢
化

社
会

な
ど

、

時
代

を
見

据
え

た
地

域
を

構
築

す
る

。
 

戦
略

は
、

総
合

計
画

の
中

間
見

直

策
定

期
間

を
4

年
間

R
5

）
 

【
地

方
人

口
ビ

ジ
ョ

ン
】

 
・

人
口

の
動

向
、

将
来

人
口

推
計

の
分

析
や

中
長

期
の

将
来

展
望

 
・

鹿
追

町
の

次
期

ビ
ジ

ョ
ン

は
R

2
に

実
施

さ
れ

る
国

勢
調

査
の

結
果

を
得

て
、

見
直

し
を

す
る

予
定

で
す

。
 

・
公

共
施

設
総

合
管

理
計

画
 

を
実

施
計

画
と

し
て

位
置

づ
け

、
よ

り
具

体
し

ま
す

。
 

総
合

計
画

と
ま

ち
・

ひ
と

・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

の

年
：

8
年

計
画

）
 

総
合

計
画

と
ま

ち
・

ひ
と

・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

の

 

・ 地 方 が 自 立 に つ な が る よ う 自 ら 考 え 、 責 任 を 持 っ て 戦 略 を 推 進 

・ 国 は 「 情 報 支 援 」 、 「 人 材 支 援 」 、 「 財 政 支 援 」 （ 三 本 の 矢 ） を 切 れ 目 な く 展 開 

【
町

長
マ

ニ
フ

ェ
ス

ト

町
の

総
合

計
画

を
全

面
的

に
見

直
す

と
と

も
に

、
8

年
計

画
（

4
年

見
直

し
）

【
ま

ち
・

ひ
と

・
し

ご
と

創
生

「
長

期
ビ

ジ
ョ

ン
」
】

2
0

6
0

年
に

◎
人

口
減

少
問

題
の

克
服

「
東

京
一

極
集

中
」

の
是

正
、

人
口

減
少

の
歯

止
め

（
国

民
希

望
出

生
率

＝
 ◎

成
長

力
の

確
保

2
0

5
0

年
代

に
実

質

【
総

合
戦

略

（
１

）
地

方
へ

の
ひ

と
・

資
金

の
流

れ
を

強
化

す
る

◆
将

来
的

な
地

方
移

住
に

も
つ

な
が

る
「

関
係

人
口

」
の

創
出

・
拡

大
。

◆
企

業
や

個
人

に
よ

る
地

方
へ

の
寄

附
・

投
資

等
を

用
い

た
地

方
へ

の

資
金

の
流

れ
の

強
化

。

（
２

）
新

し
い

時
代

の
流

れ
を

力
に

す
る

◆
S

o
c
ie

ty
5

.0

◆
S

D
G

s

◆
「

地
方

か
ら

世
界

へ
」
。

（
３

）
人

材
を

育
て

活
か

す

◆
地

方
創

生
の

基
盤

を
な

す
人

材
に

焦
点

を
当

て
、

掘
り

起
こ

し
や

育

成
、

活
躍

を
支

援
。

（
４

）
民

間
と

協
働

す
る

◆
地

方
公

共
団

体
に

加
え

、

企
業

と
連

携
。

（
５

）
誰

も
が

活
躍

で
き

る
地

域
社

会
を

つ
く

る

◆
女

性
、

高
齢

者
、

障
害

者
、

外
国

人
な

ど
誰

も
が

居
場

所
と

役
割

を

持
ち

、
活

躍
で

き
る

地
域

社
会

を
実

現
。

総
合

計
画

と
ま

ち
・

ひ
と

・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

の
関

連
性

に
つ

い
て

【 地 方 公 共 団 体 の 戦 略 策 定 と 国 の 支 援 】 

町
長

マ
ニ

フ
ェ

ス
ト

】
 

町
の

総
合

計
画

を
全

面
的

に
見

直
す

と
と

も
に

、
年

見
直

し
）

と
し

ま
す

。
 

【
ま

ち
・

ひ
と

・
し

ご
と

創
生

「
長

期
ビ

ジ
ョ

ン
」
】

年
に

1
億

人
程

度
の

人
口

を
確

保
す

る
中

長
期

展
望

◎
人

口
減

少
問

題
の

克
服

 
「

東
京

一
極

集
中

」
の

是
正

、
人

口
減

少
の

歯
止

め
（

国
民

希
望

出
生

率
＝

1
.8

）
 

◎
成

長
力

の
確

保
 

年
代

に
実

質
G

D
P

成
長

率

【
総

合
戦

略
】

第
２

期
に

お
け

る
新

た
な

視
点

（
１

）
地

方
へ

の
ひ

と
・

資
金

の
流

れ
を

強
化

す
る

◆
将

来
的

な
地

方
移

住
に

も
つ

な
が

る
「

関
係

人
口

」
の

創
出

・
拡

大
。

◆
企

業
や

個
人

に
よ

る
地

方
へ

の
寄

附
・

投
資

等
を

用
い

た
地

方
へ

の

資
金

の
流

れ
の

強
化

。
 

（
２

）
新

し
い

時
代

の
流

れ
を

力
に

す
る

S
o
c
ie

ty
5

.0
の

実
現

に
向

け
た

技
術

の
活

用
。

S
D

G
s

を
原

動
力

と
し

た
地

方
創

生
。

◆
「

地
方

か
ら

世
界

へ
」
。

 

（
３

）
人

材
を

育
て

活
か

す
 

◆
地

方
創

生
の

基
盤

を
な

す
人

材
に

焦
点

を
当

て
、

掘
り

起
こ

し
や

育

成
、

活
躍

を
支

援
。

 

（
４

）
民

間
と

協
働

す
る

 

◆
地

方
公

共
団

体
に

加
え

、
N

P
O

な
ど

の
地

域
づ

く
り

を
担

う
組

織
や

企
業

と
連

携
。

 

（
５

）
誰

も
が

活
躍

で
き

る
地

域
社

会
を

つ
く

る

◆
女

性
、

高
齢

者
、

障
害

者
、

外
国

人
な

ど
誰

も
が

居
場

所
と

役
割

を

持
ち

、
活

躍
で

き
る

地
域

社
会

を
実

現
。

に
つ

い
て

 

町
の

総
合

計
画

を
全

面
的

に
見

直
す

と
と

も
に

、
町

長
任

期
に

合
わ

せ
て

 

【
ま

ち
・

ひ
と

・
し

ご
と

創
生

「
長

期
ビ

ジ
ョ

ン
」
】

億
人

程
度

の
人

口
を

確
保

す
る

中
長

期
展

望

「
東

京
一

極
集

中
」

の
是

正
、

人
口

減
少

の
歯

止
め

 
 

成
長

率
1

.5
～

2
%

程
度

維
持

第
２

期
に

お
け

る
新

た
な

視
点

（
一

部
抜

粋
）

（
１

）
地

方
へ

の
ひ

と
・

資
金

の
流

れ
を

強
化

す
る

 

◆
将

来
的

な
地

方
移

住
に

も
つ

な
が

る
「

関
係

人
口

」
の

創
出

・
拡

大
。

◆
企

業
や

個
人

に
よ

る
地

方
へ

の
寄

附
・

投
資

等
を

用
い

た
地

方
へ

の

（
２

）
新

し
い

時
代

の
流

れ
を

力
に

す
る

 

の
実

現
に

向
け

た
技

術
の

活
用

。
 

を
原

動
力

と
し

た
地

方
創

生
。

 

◆
地

方
創

生
の

基
盤

を
な

す
人

材
に

焦
点

を
当

て
、

掘
り

起
こ

し
や

育

な
ど

の
地

域
づ

く
り

を
担

う
組

織
や

（
５

）
誰

も
が

活
躍

で
き

る
地

域
社

会
を

つ
く

る
 

◆
女

性
、

高
齢

者
、

障
害

者
、

外
国

人
な

ど
誰

も
が

居
場

所
と

役
割

を

持
ち

、
活

躍
で

き
る

地
域

社
会

を
実

現
。

 
等

 

資
料

合
わ

せ
て

【
ま

ち
・

ひ
と

・
し

ご
と

創
生

「
長

期
ビ

ジ
ョ

ン
」
】

 

億
人

程
度

の
人

口
を

確
保

す
る

中
長

期
展

望
 

 

程
度

維
持

 

（
一

部
抜

粋
）

 

◆
将

来
的

な
地

方
移

住
に

も
つ

な
が

る
「

関
係

人
口

」
の

創
出

・
拡

大
。
 

◆
企

業
や

個
人

に
よ

る
地

方
へ

の
寄

附
・

投
資

等
を

用
い

た
地

方
へ

の

◆
地

方
創

生
の

基
盤

を
な

す
人

材
に

焦
点

を
当

て
、

掘
り

起
こ

し
や

育

な
ど

の
地

域
づ

く
り

を
担

う
組

織
や

◆
女

性
、

高
齢

者
、

障
害

者
、

外
国

人
な

ど
誰

も
が

居
場

所
と

役
割

を

国
 

資
料
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鹿追町開町１００年記念事業審議会設置要綱 

 

（設置） 

第１条  鹿追町が実施する開町１００年記念事業「以下「記念事業」という。」 

について、その計画策定において広く町民の意見を聴し、記念事業を円滑に

推進するため、鹿追町開町１００年記念事業審議会（以下「審議会」という。）

を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 審議会は、町長の記念事業に関する事項の諮問に応じ、これを審議し、 

答申するものとする。 

（組織） 

第３条 審議会は、委員１５名以内をもって組織する。 

  ２ 委員は、町民のうちかに町長が委嘱する。 

  ３ 委員は、答申を了したとき解任されるものとする。 

（会長） 

第４条 審議会に会長を置く。 

  ２ 会長は、委員が互選する。 

  ３ 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。 

  ４ 会長に事故あるときは、予め会長の指名する委員が、その職務を代理す  

る。 

（会議） 

第５条 審議会は会長が招集する。 

  ２ 審議会は委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

（庶務） 

第６条 審議会の庶務は、総務課において処理する。 

（委任） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、町長  

が別に定める。 

 

  附 則 

この要綱は、交付の日から施行する。 

資料 16 
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